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　　災害復旧工事の現場巡回業務に俳帽するため購入したものであるが

　　は仙田地区の医療業務などで利用することになっている。

幽言四
日

五
日

六
日

八
日

＋
五
日

一
月
の
行
事

元
日

官
庁
御
用
始
め

ス
キ
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協
会
僕
員
会

消
防
出
ぞ
め
式

教
育
委
員
会
定
例
会

選
挙
管
理
委
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会

　
成
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の
日

　
焦
賀
は
が
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お
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玉
抽
選
会

＋
七
日

＋
八
日
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九
日
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＋
日

二
＋
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日
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．
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日

二
＋
四
日
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篠
銀

馨

・
，
拳
謙

ス
キ
i
協
会
定
期
総
会

町
議
会
臨
時
会
（
十
九
日
ま

で
）医

療
施
設
運
営
特
別
委
貴
会

千
手
水
道
建
設
促
進
特
別
委

員
会

　
（
大
寒
）

農
業
委
員
会

　
全
国
学
校
結
食
週
周
ぱ
じ

　
ま
る

幼
稚
園
児
を
募
集

　
川
西
幼
稚
園
は
学
校
教
育
法
に
よ

っ
て
幼
児
を
教
育
す
る
町
立
の
幼
椎

園
で
す
。

　
就
学
前
の
一
年
間
子
ど
も
た
ち
を

お
あ
ず
か
り
し
て
、
　
い
ろ
い
ろ
な
遊

び
の
な
か
で
音
楽
リ
ズ
ム
、
絵
画
制

作
、
自
然
の
観
察
、
社
会
、
言
語
、

健
康
に
関
す
る
指
導
を
行
な
っ
て
健

康
で
な
か
よ
く
遊
ぶ
こ
と
の
で
き
る

良
い
性
格
を
育
て
る
の
が
目

標
で
す
。

　
昭
和
三
十
七
年
四
月
二
日

か
ら
翌
年
四
月
一
日
ま
で
の

間
に
生
れ
、
千
手
小
学
校
の

通
学
区
域
内
に
住
む
幼
児
を

対
象
に
園
児
を
募
集
い
た
し

ま
す
。
ご
希
望
の
か
た
は
教

育
委
員
会
か
、
ま
た
は
役
場

習
会
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
社
会
課
で
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

◎
講
習
　
二
月
五
日
よ
り
十
日
ま
で

◎
場
所
　
新
潟
市
公
会
堂

◎
受
講
料
　
五
百
円

◎
申
込
期
限
　
一
月
二
十
八
日
ま
で

寄
付
金
の
配
分

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
す
で

に
こ
の
欄
で
お
知
ら
せ
し
た
中
条
秀

の
窓
口
に
用
意
し
て
簗
る
入
園
願
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
月
末
ま
で

ヒ
役
場
の
窓
口
か
教
育
委
員
会
の
ど

ひ

ち
ら
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

保
母
試
験

　
　
受
験
準
備
講
習
会

　
保
母
を
志
望
す
る
人
は
、
保
母
と

し
て
の
蕪
礎
知
識
を
学
ぴ
、
あ
わ
せ

て
、
保
母
試
験
を
、
受
麟
し
や
す
く
す

る
た
め
に
、
、
県
が
主
催
す
る
こ
の
講

雄
さ
ん
、
平
野
キ
イ
さ
ん
や

故
中
務
瑞
法
さ
ん
一
．
り
香
典
が

え
し
と
、
前
議
長
宝
沿
．
霊
早
さ

ん
か
ら
の
寄
付
金
を
次
、
の
と

お
り
有
為
に
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
の
で
、
か
さ
ね
て

お
伝
え
し
ま
す
。

※
香
典
が
え
し
分

　
老
人
ク
ラ
ブ
専
用
の
湯
の

み
茶
わ
ん
千
百
二
＋
個
を
購
入
し
て

橘
老
友
ク
ラ
ブ
ほ
か
町
内
十
八
の
老

人
ク
ラ
ブ
に
配
分

※
南
雲
さ
ん
よ
り
の
寄
付
金

　
バ
レ
i
用
の
ボ
ー
ル
四
十
二
個
を

購
入
、
川
西
幼
稚
園
、
千
手
保
育
園

南
原
、
上
野
、
北
田
、
有
落
お
よ
ぴ

中
仙
田
の
各
保
育
所
、
木
島
子
ど
も

会
の
各
施
設
に
そ
れ
ぞ
れ
配
分
を
郭

こ
な
っ
た
、
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ー
・
町
議
会
報
告
ー

一
般
会
計
二
千
百
一
干
六
万
四
千
円
を
補
正

次
い
で
土
木
費
の
二
百
八
十
九
万
九
．

　
こ
の
条
例
は
昭
和
四
十
二
牢
三
月

　
二
十
九
日
に
議
決
し
、
基
金
二
百
七

　
十
三
万
五
千
円
が
設
概
さ
れ
た
も
の

　
で
．
あ
る
が
、
そ
の
必
要
が
な
く
な
っ

　
た
の
で
、
繰
り
も
ど
し
て
元
金
利
息

　
と
も
各
単
協
へ
配
分
さ
れ
る
も
の
で

　
あ
る
。

・
△
　
税
条
例
の
一
部
改
正

　
今
回
の
改
正
は
、
障
害
者
、
寡
婦

勤
労
学
生
等
の
控
除
額
や
個
人
の
町

　
民
税
の
税
額
控
除
を
条
例
に
も
う
た

　
っ
た
も
の
で
あ
る
。

△
　
母
子
健
康
セ
ン
タ
！
使
用
条
例
の

一
部
改
正

　
　
｝
月
｝
日
か
ら
入
所
料
等
を
あ
ら

　
た
め
る
も
の
。
　
（
四
叉
ー
ジ
左
隅
下

　
の
記
事
を
参
照
の
こ
と
。
）

△
　
非
常
勤
公
務
員
に
対
す
る
災
審
補

償
関
係
規
約
改
正

　
議
会
議
員
、
教
育
委
員
、
農
業
委

　
員
、
そ
の
他
の
非
常
勤
公
務
員
が
公

　
務
中
災
害
に
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
補

償
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
規
約
が
改

　
正
さ
れ
、
県
の
人
事
事
務
組
合
が
こ

　
の
事
務
を
取
り
扱
う
こ
と
に
な
っ
た

△
字
の
廃
止

　
小
宇
名
は
庄
所
の
表
示
や
戸
籍
上

　
の
諸
手
続
、
ま
た
法
人
登
記
等
に
も

　
必
要
で
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
土
地

　
の
申
告
登
記
に
関
す
る
事
務
が
簡
素

　
化
さ
れ
、
行
政
上
優
利
と
な
り
、
土

　
地
勝
有
者
も
好
都
合
に
な
る
と
い
う

　
理
由
で
、
昭
和
四
十
｝
年
十
月
十
四

　
日
認
定
に
引
き
続
き
、
旧
千
手
鶴
吉

　
を
含
み
上
野
、
橘
、
仙
田
の
各
小
字

　
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

△
　
川
四
町
議
会
常
任
委
員
会
及
ぴ
特

別
委
員
会
の

条
例
改
正

　
川
西
町
役
場
課
設
置
条
例
の
改
正

　
に
よ
る
改
廃
各
課
。
係
の
委
員
会
所

　
属
の
変
更
で
あ
る
。

請
願
　
二
件

①
、
　
柳
島
農
道
開
さ
く
工
事
施
行
請
願

鍾萎藝

藝

　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
　
で
　
　
　
　
　
三
階
事
務
室

②
　
栄
養
士
の
任
用
に
関
す
る
請
願

　
い
ず
れ
も
継
続
審
議
と
し
て
常
任
委

員
会
に
付
託

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ス
萎
×

彫
｝
　
　
I
　
　

　
　
　
　
　
　
議

「
財
政
課
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ッ
プ
は
農
林
水
産
業
費

　
沼
和
四
十
二
年
最
後
の
定
例
町
議
会
は
十
二
月
二
十
日
に
招
集
さ
れ
た
。

　
会
期
は
二
日
間
で
、
昭
和
四
十
｝
年
度
｝
般
・
特
別
各
会
計
決
算
の
認
定
の
ほ

か
、
昭
和
四
十
二
年
度
｝
般
会
計
・
特
別
会
計
（
国
保
事
業
勘
定
。
施
設
勘
定
）

の
各
補
正
が
上
程
さ
れ
た
ほ
か
、
農
業
委
員
の
推
薦
な
ど
を
含
め
十
八
の
案
件
を

ス
ピ
ー
ド
審
議
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
認
定
、
議
決
し
た
。

　
今
回
の
会
期
中
、
特
に
注
目
さ
れ
た
の
は
十
人
の
議
員
か
ら
｝
般
質
閥
の
通
告

が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
町
長
か
ら
前
向
き
の
答
弁
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
な
お
、
条
例
、
規
約
等
の
『
部
改
正
や
廃
止
が
六
件
も
あ
っ
た
。

会員委育教

□
鵬

　
　
　
　
醜

囲
幽
　
企

　
　
室

国
賑

團
□

所便

二
階
事
務
室

蕎

収
入
役
室

□
□
係民住課務総

一ン

［
国
保
衛
生
課
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
零

イ
｝
由
、
商
工
費
二
百
六
十
四
万
七
千
円

教育費二百四

十
万
円
、
総
務
費
の
二

百
十
九
万
八
千
円
等
で
あ
り
、
災
害
復

旧
費
で
は
工
事
中
止
分
二
百
五
十
八
万

七
千
円
の
補
正
減
を
し
て
い
る
の
も
目

だ
つ
。

　
才
入
に
つ
い
て
は
、
町
税
の
自
然
増

四
百
五
十
九
万
二
千
円
、
地
方
交
付
税

九
百
六
十
六
万
三
千
円
、
国
庫
支
出
金

百
三
十
七
万
二
千
円
、
寄
付
金
百
五
十

七
万
七
千
円
、
繰
入
金
二
百
七
十
三
万

五
千
円
、
町
債
二
百
五
十
万
．
臨
時
地

方
交
付
税
百
十
万
円
と
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

修
理
期
間
中
の
稼
働
不
能
に
よ
る
使
用

料
手
数
料
百
五
十
万
円
の
減
少
な
ど
で

あ
る
。　

　
国
保
会
計

　
事
業
勘
定
で
は
、
特
に
目
あ
た
ら
し

い
高
額
の
才
入
才
出
の
補
正
は
な
く
、

才
入
で
繰
越
金
二
百
五
十
二
万
三
千
円

才
出
で
予
備
費
に
百
十
七
万
八
千
円
が

主
た
る
も
の
。

　
施
設
勘
宗
．
は
、
才
入
で
国
保
診
療
報

酬
収
入
現
年
分
増
八
十
万
、

報
酬
収
入
現
年
分
増
七
十
三
万
三
千
円

へ
き
地
直
営
診
療
施
設
運
営
費
国
庫
補

助
金
四
十
七
万
円
な
ど
。

　
才
出
は
薬
品
購
入
費
二
百
八
十
七
万

九
千
円
が
陶
璽
局
で
、
入
院
患
者
の
減
少

に
よ
る
賄
材
料
不
用
見
込
額
三
十
万
円

給
食
用
器
貝
購
入
見
込
額
減
十
｝
万
円

霧．

具
購
入
見
込
額
減
二
刀
円
、
千
手
診

療
所
建
物
修
繕
費
減
十
五
万
円
等
、
で
あ

っ
た
。字

の
廃
止
な
ど

　
　
条
例
案
の
改
廃

△
　
稲
作
改
善
揖
．
策
基
金
の
設
置
、
管

理
枯
、
広
び
処
分
に
関
す
る
条
例
の
廃
止

　
　
　
　
　
け

　
　
　
　
　
鷲

　
　
　
　
　
筋

　
　
　
　
　
隷

　
　
　
　
　
匙

　
　
　
　
　
恥

　
　
　
　
　
た
2

　
　
　
　
　
　
つ
の

　
　
　
　
　
｛
　
9

　
　
　
　
　
カ
2

　
　
　
　
　
ち
課

　
　
　
　
　
と
生

　
　
　
　
　
で
衛

　
　
　
　
　
ま
保

　
　
　
　
　
t
国

　
　
　
　
　
オ
（

　
　
　
　
　
こ

置
　
ま
い
場
が

配
　
し
さ
役
局

の
　
せ
下
て
務

）
　
ら
て
し
事

室
　
知
し
用
会

（
　
お
童
利
議

課
　
で
注
を
と

各
　
図
は
送
課

に
　
匿
き
放
生

時
　
配
と
線
衛

同
　
の
る
有
保

と
。
下
あ
、
国

革
た
を
の
が
、

改
し
置
用
た
も

構
ま
位
ご
か
き

機
し
い
に
の
と

の
更
し
場
区
る

月
変
ら
役
地
す

二
部
た
Q
手
絡

＋
一
あ
す
千
連

　
を
　
ま
　
に

社
　
会
　
課

　
r
総
務

團

　
課
」
口

所便

　
請
願
に
つ
い
て
は
、
継
続
審
査
中
の
　
と
い
う
こ
と
は
、
町
会
計
全
般
に
わ
た

｝
件
は
常
任
委
員
長
か
ら
審
査
結
果
の
　
る
運
営
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
の
で

報
告
か
あ
り
採
択
と
な
っ
た
。
　
　
　
　
あ
ら
ゆ
る
障
害
を
排
除
し
、
勇
気
を
も

　
ま
た
、
新
規
請
願
二
件
は
常
任
委
員
　
っ
て
大
改
革
を
断
行
す
る
よ
う
に
と
の

会
に
』
託
し
継
続
審
査
と
さ
れ
た
。
　
　
　
強
い
指
摘
が
あ
っ
た
。

農
業
委
員
に
　
　
　
　
　
各
会
計
の
決
算
額
と
財
政
事
情
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
て
は
「
広
報
か
わ
に
し
一
第
百
十
畏
．

　
　
　
　
根
津
　
町
長
　
　
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
・

　
昭
和
四
十
一
年
度
各
会
計
の
決
算
は
　
　
こ
の
定
例
会
で
根
津
町
長
を
あ
ら
た

十
二
月
十
三
、
十
四
の
両
日
監
査
、
委
員
　
に
農
業
委
員
と
し
て
推
薦
し
た
が
、
こ

の
審
査
が
あ
り
、
そ
の
意
見
書
を
添
え
　
れ
は
、
前
町
長
中
村
壮
吉
氏
が
議
会
抽

て
提
出
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薦
に
よ
る
学
識
経
験
者
の
農
業
委
員
で

　
認
定
に
先
立
ち
、
ま
ず
町
長
か
ら
総
　
あ
っ
た
と
こ
ろ
死
去
さ
れ
た
こ
と
に
よ

括
説
明
が
あ
り
、
次
い
て
収
入
役
が
「
　
り
そ
の
補
充
と
し
て
推
鷹
し
た
も
の
で

財
政
事
情
」
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
　
　
あ
る
。

行
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
補
正
総
額
は

　
引
き
続
い
て
内
山
監
査
委
員
か
ら
決

算
意
見
書
に
つ
い
て
の
補
足
酪
が
な
　
　
二
千
五
百
三
十
六
万
円

さ
れ
た
が
、
こ
の
な
か
で
、
国
保
施
設
　
　
　
二
千
百
二
十
六
万
四
千
に
の
ぼ
る
一

勘
定
の
累
積
赤
字
が
こ
千
百
万
も
あ
る
　
般
会
計
の
補
正
の
う
ち
、
才
出
の
筆
頭

継
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
料
　
は
農
林
水
産
業
費
の
千
八
十
三
万
九
千

綜
　
町
議
会
十
二
月
定
例
会
で
行
な
林
　
円
で
才
出
総
額
の
約
半
分
を
し
め
て
い

欝
れ
主
讐
間
の
も
よ
う
に
粛
る
。
需
馨
は
、
工
事
習
費
匹

料
い
て
は
、
の
ち
ほ
ど
、
特
集
揖
、
の
継
　
百
二
十
四
、
ん
六
千
円
・
病
害
防
除
鼎
貝

饗
た
ち
で
お
智
せ
す
る
予
箏
」
桝
購
入
鍔
言
七
＋
考
五
再
、
ブ

緋
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
料
　
ル
ド
ー
ザ
ー
の
修
理
費
百
四
十
五
万
円

＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
　
が
お
も
な
も
の
。

一
階
事
癌
室

「課業産」

舎庁旧至

課査調土国

会員委業農

課木土

書
　
　
　
　
　
庫

室刷印
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小
さ
な
親
切
運
動

会
員
を
募
集

　
　
　
　
　
　
　
し
ま
す

　
町
吉
少
協
で
は
昨
年
七
月
以
来
「
小

さ
な
親
切
」
運
動
に
協
力
し
て
い
る
が

こ
の
運
動
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、

各
団
体
や
、
　
｝
般
町
民
の
み
な
さ
ん
に

呼
ぴ
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

、
入
会
の
場
合
、
十
人
以
上
ま
と
ま
れ

ば
地
域
、
職
場
で
責
任
者
を
決
め
て
団

体
加
入
で
き
ま
す
し
、
個
人
か
ら
の
会

員
申
し
込
み
は
町
音
少
協
が
地
域
集
団

と
し
て
加
入
し
て
お
手
伝
い
い
た
し
ま

す
。　

や
ろ
う
と
想
え
ば
だ
れ
で
も
で
き
る

親
切
、
稀
少
価
値
と
も
い
わ
れ
る
心
あ

た
た
ま
る
小
さ
な
規
切
を
社
会
の
エ
チ

ケ
ッ
ト
と
し
て
明
る
い
駐
の
中
を
つ
く

り
た
い
も
の
で
す
。

　
会
貴
は
「
小
さ
な
親
切
」
八
力
条
を

ま
も
り
、
　
｝
般
か
ら
「
小
さ
な
親
切
一

実
ノ
歪
、
’
よ
塾
に
准
薦
し
、
実
行
章
を

贈
口
一
t
し
て
、
　
、
戸
表
し
、
浬
動
に
協
力

す
る
こ
と
ゴ
な
っ
ゾ
、
い
ま
す
。

「
小
さ
な
親
切
」
八
力
条

一
、
朝
夕
の
あ
い
さ
つ
を
か
な
ら
ず
し

　
　
ま
し
ょ
う
。

二
、
は
っ
き
り
し
た
声
で
返
事
を
し
ま

　
　
し
ょ
う
。

三
、
他
人
か
ら
の
親
切
を
心
か
ら
・
つ
け

　
　
入
れ
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
い
ま

　
し
ょ
う
。

四
、
人
か
ら
「
あ
、
り
が
と
う
」
と
い
わ

　
　
れ
た
ら
「
ど
う
い
た
し
ま
し
て
」

　
　
吉
、
い
い
ま
し
ょ
う
。

五
、
紙
く
ず
な
ど
や
た
ら
に
す
て
な
い

　
　
よ
う
こ
し
ま
し
ょ
う
。

六
、
電
車
や
バ
ス
の
中
で
老
人
や
赤
ち

　
　
ゃ
ん
を
だ
い
た
お
か
あ
さ
ん
に
は

　
　
席
を
ゆ
ず
り
ま
し
ょ
う
。

七
、
人
が
困
っ
て
い
る
の
を
見
た
ら
、

　
　
手
つ
だ
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

八
、
他
人
の
め
い
わ
く
に
な
る
こ
と
は

　
　
や
め
ま
し
ょ
う
。

｝
◎
「
小
さ
な
親
切
」
運
動
の
申
込
み
や

　
　
お
た
ず
ね
は
社
会
課
で
取
り
扱
っ
て

　
　
い
ま
す
。

㎜
◎
会
費
は
年
間
百
円
で
す
。

㎜
◎
会
員
に
は
美
し
い
バ
ッ
チ
を
お
届
け

　
　
い
た
し
ま
す
。

歳
末
た
す
け
あ
い

　
　
　
　
募
金
結
果

　
年
末
を
ひ
か
え
、
恵
ま
れ
な
い
人
た

ち
に
嗣
る
い
お
正
月
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
た
め
実
施
し
た
「
歳
末
た
す
け
あ
い

㎜
募
金
」
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

一
　
み
な
さ
ん
か
ら
の
心
の
こ
も
っ
た
ご

、
寄
付
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ

ぞ
、
保
護
世
肇
は
じ
め
禦
者
の
か

㎜
た
が
た
に
配
分
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

万
．
ご
協
力
ほ
ん
と
う
に
脅
が
と
う

㎜
ご
ざ
い
ま
す
。

㎜
〕
〕
　
募
金
　
　
　
　
　
一
二
、
九
一
一
円

㎜｝
　
寄
付
者
（
川
西
町
青
年
学
級
・
木
島

㎜
　
　
こ
ど
も
会
。
川
酉
町
役
場
習
伍
婦

｝
㎜
　
　
人
部
・
大
久
保
正
恵
。
高
橋
ツ
タ

㎜
　
　
北
村
良
二
。
高
橋
代
利
子
。
保
坂

・
　
　
国
夫
・
ほ
か
匿
名
民
）

㎜
⇔
　
川
西
町
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り

皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
、
三
四
一
円

｝
　
合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
、
二
五
二
円

　　オ←
　　コに．

　　μ コ

　　護

　　世
　　帯

　　（
　　四

塑世
七帯
四）’
○

円

。
身
体
障
害
児
童
（
五
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
五
〇
〇
円

　
・
長
期
入
院
患
者
（
八
三
人
）

｝
　
　
　
　
　
　
　
四
一
、
五
〇
〇
円

一
．
児
、
里
諜
蝶
児
橦
§
円

一
・
精
薄
者
福
祉
施
設
入
所
者

㎜

…
目
標
を
達
成

｝㎜
　
昨
年
十
月
一
日
、
全
国
い
っ
せ
い
に
，

…
は
じ
ま
っ
た
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
つ

…
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
ご
批
判
を
い
た
だ
・

一
き
な
が
ら
も
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
あ

．
た
た
か
い
激
励
と
理
解
あ
る
協
力
に
よ

．
っ
て
、
十
月
二
十
五
日
に
は
早
く
も
目

標
額
を
県
共
同
募
金
会
に
完
納
す
る
こ

一
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ご
支
援
に
感
謝
由
し
上
け
、
結
果
を

…

　
　
　
（
｝
人
）
　
　
　
　
五
〇
〇
円

・
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
（
七
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
五
〇
〇
円

・
老
人
ホ
！
ム
妻
有
荘
　
二
、
O
O
O
円
．

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者

送
金
手
数＿
料二二

ほ人
力＞）

赤
　
い
　
羽

共
　
同
　
募

一
、
O
O
O
円

二
、
〇
一
二
円

金根

次
の
と
お
り
報
告
い
た
し
ま
す
。

冒
△
戸
別
募
金
　
　
　
二
一
四
、
三
四
三
円

△
学
校
募
金
　
　
　
　
一
〇
、
二
四
五
円

△
そ
の
他
　
　
（
役
場
職
員
、
高
橋
喜
栄

　
　
　
さ
ん
、
千
手
保
育
園
母
の
会
よ

　
　
　
り
）
　
　
　
　
二
、
六
七
五
円

△
川
西
町
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
、
八
四
一
円

　
合
計
　
　
　
　
二
九
三
、
一
〇
四
円

　
　
　
　
　
ゼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
に
な
ん
な
ん
と
し
て
い
た
。
と
う
て

　
い
及
ぷ
べ
く
も
な
い
。
名
実
と
も
に

　
親
し
ま
れ
る
も
の
に
な
っ
た
広
報
か

一出先機関一川西町職員表

（千手診療所）事務長櫃間富平

村山信次　渡辺照男　小林清

吉　小林タミイ　清水正枝

西方淑江　丸山みつ子　小川

京子八子ハナ　佐葎カツ

（橘診療所）主任　丸山誠一

田中隆一郎　山口隆也　山口

紀子

所長

川崎信夫

医師

大房一保

国
保
直
営
診
療
所

川西幼稚園

園長

杉本春三郎

斉渡
藤　辺
恵 き

美・ぬ
’子　え

千手保育園

主任保母

白井マサ

宮内ふみえ

清水道子

蔵品順子

石川忠雄

石川ヨシ

中央公民館

　
　
年
頭
の
放
言

　
本
紙
の
初
代
編
集
長
で
あ
っ
た
こ

と
に
気
を
よ
く
し
て
い
た
が
、
部
厚

く
な
っ
た
そ
の
綴
を
め
く
っ
て
は
ず

か
し
く
な
っ
た
。
三
年
問
を
担
当
し

て
わ
ず
か
に
三
十
号
、
な
の
に
、
星

名
編
集
長
は
六
年
六
カ
月
で
八
十
号

わ
に
し
、
そ
れ
が
、
十
二
月
の
機
構

改
革
で
企
画
室
に
ム
コ
入
り
し
た
。

発
刊
以
来
ゆ
か
り
の
深
い
北
村
主
事

に
付
き
添
わ
れ
て
。

　
企
画
室
と
い
え
ぱ
、
町
路
展
の
た

　
　
　
　
、
　
　
　
　
・
、
み
な
、
ご
ん

　
　
　
　
　
酒
町
は
こ
う
な
る
ん
で

す
よ
、
と
い
う
ア
ド
バ
ル
ー
ン
を
か

か
げ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
。
陣
容
な
っ

た
そ
の
企
画
室
で
発
行
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
は
、
近
年
に
な
い
ヒ
ッ
ト

で
あ
る
。
こ
の
広
報
と
手
を
た
ず
さ

え
、
町
と
庄
民
の
か
け
橋
と
し
て
、

ツ
ー
ウ
ェ
イ
・
プ
ロ
セ
ス
の
交
流
関

係
を
か
も
し
だ
す
の
も
、
社
会
教
育

の
一
つ
の
分
野
で
あ
る
と
考
え
た
。

　
旧
ろ
う
、
国
鉄
信
濃
川
水
力
発
電

の
第
四
期
工
事
起
工

式
に
参
列
し
た
田
口

助
役
は
、
そ
の
と
き

の
も
よ
う
を
感
動
の

お
も
も
ち
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
く

れ
た
。
国
鉄
の
藤
井
技
師
長
が
、
す

で
に
半
肚
紀
も
前
に
企
画
設
計
ざ
れ

て
い
た
こ
の
大
事
婁
を
、
　
五
十
年
後

の
現
在
い
さ
さ
か
の
く
る
い
も
な
く

当
時
の
図
面
ど
お
り
に
実
現
す
る
の

だ
、
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
い
や
あ
驚

い
た
ネ
、
わ
が
町
も
こ
の
国
鉄
に
学

ぶ
べ
き
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
助
役
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
国
鉄

を
手
本
に
見
と
お
し
を
立
て
、
庄
民

の
意
見
を
十
分
に
聴
き
、
川
西
町
の

ま
ち
が
い
の
な
い
未
来
図
を
え
が
い

て
も
ら
い
た
い
。
た
と
え
ば
、
町
の

小
学
校
は
昭
和
六
十
三
年
度
末
を
目

標
に
一
町
四
校
に
統
合
す
る
。
新
校

　
　
　
　
　
　
舎
の
建
築
は
五
力
年

　
　
　
　
　
　
計
画
で
、
冷
暖
房
を

　
　
　
　
　
　
完
備
し
た
鉄
筋
三
階

　
　
　
　
　
　
建
て
に
す
る
。
こ
の

た
め
年
次
計
画
で
通
学
路
を
整
備
し

十
年
以
内
に
分
校
は
廃
止
、
主
要
路

は
す
べ
て
舗
装
し
て
無
雪
を
確
保
、

学
校
ご
と
に
ス
ク
ー
ル
・
バ
ス
を
配

置
す
る
。
そ
の
資
金
ぐ
り
は
こ
う
し

て
、
と
い
う
よ
う
に
。

　
川
西
町
の
二
十
年
後
の
あ
る
べ
き

姿
は
こ
う
で
あ
る
。
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン

上
村
和
子

監顎 鵠
．

隈 盤”

露
・凋P

“
塞

琶， 騒臼

露 璽
轟

己
r
絵
轟 轟

盟
罰

噸
腰 ．9

　鰯望2
A
認

働
　
碍
鼎

o
繭
陶

醐
翻
2
5

0 験 藍

の
中
に
位
置
づ
け
た
こ
の
部
落
の
発

展
策
は
こ
う
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を

細
分
化
し
た
こ
と
し
の
事
業
は
こ
れ

こ
れ
し
か
じ
か
だ
。
さ
あ
、
み
な
さ

ん
、
庄
み
よ
，
い
町
を
つ
く
る
の
で
す

手
を
つ
な
い
で
立
ち
あ
が
っ
て
く
だ

さ
い
。
あ
る
月
の
広
報
に
こ
ん
な
記

事
が
の
っ
た
ら
圧
巻
で
あ
る
。

　
第
｝
号
の
発
刊
が
き
の
う
の
こ
と

の
よ
う
だ
が
、
そ
れ
も
ひ
と
昔
ま
え

の
話
に
な
っ
た
。
こ
の
十
年
で
広
報

か
わ
に
し
も
す
っ
か
り
成
人
し
た
。

時
う
つ
り
、
人
代
わ
り
、
は
た
し
て

広
報
か
わ
に
し
が
ど
ん
な
変
化
を
み

せ
る
の
か
。
新
し
い
年
、
新
し
い
酒

は
新
し
い
皮
袋
に
、
と
い
う
。
新
町

長
の
溝
想
で
生
ま
れ
た
企
面
室
で
、

明
る
い
、
住
民
を
う
な
ら
せ
る
よ
う

な
ア
ド
バ
ル
ー
ン
が
次
つ
ぎ
と
あ
が

っ
て
く
れ
る
よ
う
に
。
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、第112号
　
　
　
　
こ
の
新
ら
し
い
制
度
は
、
い
ま
ま
で

）
　
任
所
や
世
帯
の
変
更
に
と
も
な
う
届
出

媚
劃
等
が
、
庄
民
登
録
や
国
民
健
康
保
険
、

2
、
、
頻
国
民
年
金
、
米
穀
の
配
給
、
あ
る
い
は
7

蔓
選
挙
権
、
学
懸
の
関
係
と
い
っ
窒

年
郵
心
あ
い
に
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
届
出
を
し

斑
璽
て
い
た
も
の
を
一
本
化
し
た
も
の
で
す

肩
3
”

住
民
基
本
台
帳
の
届
出
は
正
確
に

　
川
西
町
で
も
、
　
｝
月
一
日
か
ら
届
出

用
紙
の
様
式
を
変
更
し
て
、
こ
の
制
度

を
軌
道
に
の
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

血
圧
と
は
…
…
心
臓
か
ら
血
管
に
　
年
令
に
関
係
な
く

お
し
出
さ
れ
る
血
液
の
圧
力
で
す
。
　
　
ぱ
高
血
圧
な
の
で
す

　
血
圧
を
測
定
す
る
と
き
、
最
高
・
最
　
　
高
血
圧
は
生
活
態
…

第
百
十
号
で
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に

こ
れ
に
よ
っ
て
、
み
な
さ
ん
の
手
数

確
実
な
届
出
を
す
る
た
め
、
次
の
点

低
な
ど
と
い
い
ま
す
が
、
最
高
血
圧
と
　
じ
ょ
う
に
よ
く
も
な
覧

住
民
基
本
台
帳
法
が
昨
年
十
｝
月
十
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

が
は
ぶ
け
る
こ
と
に
も
な
り
、
役
場
に

と
っ
て
も
、
別
個
の
台
帳
を
備
え
て
お

に
ご
注
意
ね
が
い
ま
す
。

①
住
民
関
係
の
届
出
は
、
原
則
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

い
う
の
は
心
臓
の
収
縮
期
の
圧
力
（
ポ
　
の
で
す
か
ら
、
次
リ

ン
プ
作
用
の
大
き
さ
）
だ
し
、
最
低
血
　
お
い
て
生
活
し
て
く
一

戸
｝
D
．
訴
一
つ
　
4
、
り
一
監
十
ふ
、
　
　
、
芙
レ
芸
ε

〉
　
∫
↓
」
■
汐
よ
’
ぐ
一
つ
丈
’
〉
　
つ
ご
つ
ず
　
つ
つ

C
　
哺
　
O
斤
D
察
「
【
ぐ
　
一
女
D
q
若
封
鍵
ヨ

プ
エ
」
一
十
議
広
巨
渓
旧
刀
ら
－
丑
り
　
　
、
」
且
穿
q
う
単
J
　
　
D
　
　
↑
島
〉
　
）
、
廷
勿

　
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
わ
ず
ら
わ
r

　
し
さ
や
、
不
合
理
が
改
め
ら
れ
た
わ
け
…

い
で
す
。

　
　
役
場
事
務
の
合
理
化
と
庄
民
サ
ー
ビ
『

　
ス
の
強
化
と
い
う
ね
ら
い
に
も
と
ず
い
㎜

　
て
、
届
出
の
正
確
さ
と
い
う
こ
と
が
要

求
さ
れ
て
き
ま
す
。

一
②

．
③

て
一
カ
所
の
窓
口
で
一
枚
の
届
出
書

に
関
係
事
項
を
記
入
す
れ
ば
よ
い
わ

け
で
す
。
　
・

　
届
出
は
原
則
と
し
て
本
人
が
行
な

い
ま
す
。

　
届
出
に
必
要
な
書
類
は
左
の
表
の

と
お
り
で
す
。

提
出
（
示
）
す
る
書
類
、
通
帳
、
証
書
な
ど
（
○
印
）

｝
圧
と
は
拡
張
期
の
圧
力
（
血
管
の
弾
力

性
）
で
、
血
圧
が
最
も
減
少
し
た
と
き

㎜
を
示
し
ま
す
。

ハ

㎜
　
高
血
圧
の
か
た
が
「
す
こ
し
酒
で
も

｝
ひ
か
え
よ
う
か
。
」
程
度
の
注
意
し
か

萄
ら
な
い
の
は
大
い
に
危
険
で
、
高

㎜
血
圧
と
診
断
さ
れ
た
ら
、
一
生
、
治
療

㎜
を
続
け
る
の
だ
と
い
う
気
持
が
大
切
だ

と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

　
血
圧
は
、
年
と
と
も
に
増
加
し
て
ゆ

き
ま
す
が
、
　
｝
般
に
い
わ
れ
て
い
る
自

分
の
年
令
に
九
十
く
わ
え
た
数
が
正
常

だ
と
い
う
の
は
正
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

②①
　
　
　
　
　
　
健

年
令
に
関
係
な
く
百
五
十
を
こ
え
れひ

次
の
点
に
ポ
イ
ン
ト
を

昭
第

（し
一

わカ、報広

届
出
項
目

出
生
届

死
。
亡
届

婚
姻
届

転
入
届

転
居
届

転
出
届

変
更
届
（
世

帯
主
、
氏
名

変
更
な
ど
）

届
出
期
限
な
ど

米
穀
購

入
通
帳

出
生
の
日
か
ら

　
　
　
／
4
日
以
内

死
亡
の
事
実
を
知
つ
た

日
か
ら
7
日
以
内

な
し
（
届
出
に
よ

　
り
効
力
発
生
）

転
入
し
た
日
か
ら

　
　
　
μ
日
以
内

転
居
し
た
日
か
ら

　
　
　
μ
日
以
内

あ
ら
か
じ
め
転
出
予
定

年
月
日
を
届
出
る

変
更
の
あ
っ
た
日

　
か
ら
μ
日
以
内

○○○○○○

国
保
被
保

険
者
証

○○○○○○

国
民
年

金
手
帳
　
そ
の
他

摘

要

昭和43年1月10日

母
子
手
帳

い
ず
れ
の
場
合

も
印
鑑
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

○

福
祉
年
金

○

住
所
の
変
る
人
が
い
る

場
合
は
転
入
（
居
》
届
を

一
諸
に
し
て
下
さ
い

○

前
住
所
地
か
ら
の
転
出

証
明
書
・
選
挙
証
明
書

（
20
才
以
上
）

○○○

塩
か
ら
い
食
物
を
へ
ら
す
こ
と

動
物
性
の
脂
肪
は
さ
け
て
、
新
鮮

；
＝
＝
－
一
コ
苫
　
＝
＝
ご
＝
＝
一
量
．
一
…
冒
τ
（
曹
＝
＝
・
…
；
．
D
二
繭
＝
7
魔
＝
弓
・
…
ご
三
…
p
三
雨
ド

…
促
催
照
ガ
よ
り
…

鯉
＝
＝
7
；
＝
＝
、
一
＝
”
，
．
＝
；
『
二
＝
ぞ
輪
＝
…
土
＝
マ
価
＝
…
乙
＝
－
亨
二
＝
－
・
ム
嚇
二
＝
匂
＝
一
㌻

戸
籍
の
窓
か
ら

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

渡
貰
学
美

中
西
仙
武

江
口
美
代
子

沼
尾
　
三
男

小
林
幹
夫

江
口
ゆ
か
り

力
夫
二
女
新
町
新
田

武
博
長
男

徳
甚
女

満
　
二
男

誠
治
長
男

定
三
女

高
原
田

小
白
倉

大
白
倉

元
町

小
白
倉

押
木
知
枝

星
名
靖
夫

佐
藤
百
合
子

大
井
昭
子

小
川
和
子

洋
一
長
女
　
田
　
戸

義
信
長
男
沖
立

賢
一
郎
二
女
小
　
脇

昭
｝
長
女
寺
尾

正
治
二
女
　
越
ケ
沢

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

σb

羅
・
鐵

茂高渡野
野橋辺上

タ登勝忠
力六代義

上
　
町

＋
日
町
か
ら

中
仙
田

藤
沢
か
ら

、
・
．
浴
馬
・
噛

σ◎

翻
σ◎

鞭
σ◎

糠
σ。

翻
σ◎

羅
σ◎

翻
大
嶋
恒
男

櫃
間
春
代

羽
鳥
貞
雄

羽
鳥
　
イ
ツ

太
田
光
4
．
裕

清
水
せ
つ

小
林
源
男

根
岸
桂
子

渡
貫
　
榮

小
林
ス
ミ
子

上
村
俊
平

丸
山
弓
子

新
町
新
田

木田木木伊
友
か
ら

落落
か
ら

中島
か
ら

中
仙
田

横
浜
市
か
ら

新
町
新
田

中
屋
敷
か
ら

元
町

＋
臼
町
か
ら

な
野
菜
や
果
物
を
多
く
、
海
草
類
も
と

る
よ
う
に
つ
と
め
る
。

③
　
便
通
は
毎
日
一
回
あ
る
よ
う
に
習

慣
づ
け
る
。

（
④
睡
眠
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
と
り
、
な

る
べ
く
横
に
な
る
チ
ヤ
ン
ス
を
ふ
や
す

⑤
　
気
分
を
静
め
、
激
務
を
さ
け
て
、

生
活
様
式
を
規
則
正
し
く
す
る
。

　
つ
ま
り
、
高
血
圧
の
か
た
は
タ
ッ
プ

リ
休
養
を
と
っ
て
、
安
静
と
摂
生
を
守

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
冬
の
寒
い
時
期
に
は
、
血
管
が
収
縮

し
て
脳
卒
中
の
お
こ
る
割
合
は
夏
の
五

倍
位
で
す
か
ら
、
冷
え
る
こ
と
も
禁
物

で
す
。

　
業
務
分
担
の
変
更

　
保
健
婦
業
務
分
担
が
変
更
に
な
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
上
野
・
橘
地
区
を
受
け
持
っ
て
い
た

高
橋
が
仙
田
に
駐
在
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
上
野
。
橘
地
区
は
関
口
保
健

婦
が
担
当
い
た
し
ま
す
。

　
千
手
地
区
は
い
ま
ま
で
ど
お
り
和
田

保
健
婦
で
す
。

　
　
今
月
の
相
談
日

橘
地
区

　
　
　
十
九
日
午
後
一
時
三
十
分

　　

醍
簗坦皿

戸
籍
関
係
の

　
　
　
　
手
数
材
を
改
訂

　
戸
籍
関
係
の
証
明
・
閲
覧
の
手
数
料

が
一
月
一
日
か
ら
次
の
よ
う
に
改
訂
に
、

な
り
ま
し
た
、

◎
戸
籍
謄
抄
本
証
明
手
数
料

・
・
亀
事
Φ
馨
Ψ

総
繍
髄
慧
か
ら

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

村
越
菊
蔵

根
津
フ
サ
ヱ

増大中高斉野
田井條橋木上

ト昭クハハ門
クーヨナノレ平

野
　
口

上
野

発
電
所
通

室寺岩田高

島尾瀬戸倉

六三七八五四四八
七＝二三〇九四三九

　
　
｝
枚
に
つ
き
五
十
円
（
こ
れ
ま
で

　
　
　
は
四
＋
円
）

◎
戸
籍
簿
の
閲
覧
手
数
料

　
　
｝
戸
籍
に
つ
き
五
十
円
（
こ
れ
ま

　
　
　
で
は
一
件
に
つ
き
四
十
円
）

匙
～
～
～
～
5
》
妻
5

母
子
健
康
セ
ン
タ

ー
使
用
料
も

　
』
ノ
｛
》
ノ
≧
｛
多

・
　
こ
れ
ま
で
、
入
所
料
一
日
二
百
五
十

芭
給
食
料
亘
言
五
＋
円
●
特
型

㎜
入
所
料
（
出
産
前
）
｝
日
五
百
円
・
（

皿
出
産
後
）
一
日
六
百
円
、
で
あ
っ
た
の

㎜
…
で
す
が
、
入
所
料
は
給
食
・
寝
具
も
含

㎜
め
て
一
日
七
百
三
十
円
に
、
特
別
入
所
・

㎜
料
も
給
食
・
寝
具
を
含
め
て
一
律
に
一

日
七
百
三
十
円
に
な
り
ま
し
た
。

｝
　
こ
の
改
訂
も
｝
月
一
日
か
ら
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
　
・
　
　
隻
『
－
暴
　
　
ぎ
　
　
』

瓢照

忍轡

唐鹸

詰
魂

　
滅
＼

　
上
　
野
　
　
　
富
井
貞
生

○
石
塀
に
沿
ふ
て
吾
影
冬
日
射
す

　
霜
解
の
道
を
急
ぎ
て
汗
ば
み
し

　
　
発
電
所
通
　

小
川
越
人

○
小
さ
な
る
こ
と
の
ま
た
よ
し
福
寿
草

○
景
気
よ
く
転
が
し
売
り
ぬ
福
達
磨

　
　
和
歌
山
に
て
　
　
金
子
洋
石

　
雪
深
き
国
に
生
れ
て
春
を
待
つ

　
　
高
倉
　
　
斉
木
金
峰

　
年
の
瀬
の
心
急
き
つ
＼
真
綿
捻
る

　
　
小
白
倉
　
　
田
中
翠
畝

　
雪
冠
る
巨
杉
屹
立
ち
寒
の
月

　
　
大
倉
　
　
　
中
條
鉄
女

　
掛
干
菜
連
ら
ね
残
し
て
冬
迎
ふ
．

　
　
中
屋
敷
　
　
　
　
小
林
伊
志
子

　
門
松
に
若
雪
あ
り
し
初
詣

　
　
i
　
・
～
・
妻
　
　
ガ
・
；
ρ
　
叫
『
，
　
　
，
曇
り
お




